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2004 9月号

下水道の日

の
事
前
書
付

公
共
下
水
道
へ

の
接
続
の
お
願
い

努通鍾j

生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
平
成
げ
年
度
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
人

に
対
し
て
、
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お
り
事
前
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
は
、
清
ら
か
な
肱
川

の
流
れ
を
守
り
、
快
適
で
潤
い
の
あ

る
生
活
環
境
を
築
く
た
め
の
施
設
で

噌

耳

す
。

E11
肱
南
処
理
区
で
は
、
平
成
7
年
の

'
A
供
用
開
始
か
ら
9
年
が
経
過
し
、
ま

岳
ヨ
固
た
肱
北
処
理
区
で
は
平
成
初
年
の

一

'va
部
供
用
開
始
を
目
指
し
、
整
備
を
推

砂
野
進
し
て
い
ま
す
。

下

肱

南

処

理

区

で

固4
『a『第

道
に
接
続
し
て
い
な
い
人
は
、

一
日
も
早
く
汚
水
を
公
共
下
水

道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
を

つ
く
り
、
清
潔
で
快
適
な
生
活

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

な
お
工
事
の
際
は
、
市
が
指

定
し
た
工
事
庖
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

応懇おおず

第 44回

補
助
対
象
と
な
る
浄
化
槽
規
模

・5
人
槽

延
床
面
積
が
1
3
0
2m
以
下
の
も
の

《補
助
限
度
額
》

3
5
4
4
，

O
0
0
円

・7
人
槽

延
床
面
積
が
1
3
0
2m
を
こ
え
る
も
の

《
補
助
限
度
額
》

4
4
1
1
0
0
0
円

・
叩
人
槽

2
世
帯
住
宅
(
浴
室
お
よ
び
台

所
が
2
つ
あ
り
、
独
立
し
て
生
活
)

《
補
助
限
度
額
》

5
1
9
0
0
0
円

事
前
申
し
込
み
の
期
限

平
成
同
年
9
月
1
日
(
水
)

3
月
汎
日
(
木
)
ま
で

※
受
付
は
、
毎
日
の
執
務
時
間
中

申
し
込
み
方
法

改
造
、
新
築
な
ど
の
具
体
的
な
計
画
内
容

(
場
所
、
時
期
、
延
床
面
積
な
ど
)
が
分
か

る
資
料
お
よ
び
印
鑑
を
下
水
道
課
ま
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
制
度
を
受
け
ら
れ
な
い
地
域

-
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
肱
南
処

理
区

・
公
共
下
水
道
が
計
画
さ
れ
て
い
る
肱
北
地

区
の

一
部
と
喜
多
地
区
の

一
部

-
農
業
集
落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い
る
八
多

喜
地
区
の

一
部

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

下
水
道
課
(
市
役
所
2
階
)

宮

@
2
1
1
1
(内
線
2
5
1
)

ま
だ
公
共
下
水

か
ら
平
成
口
年

9月10日は、

…
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
お
よ
び
受
験
講
習
会
に
つ
い
て

• • • 

大洲市肱北浄化センター

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
で
は
、
下

水
道
排
水
設
備
工
事
の
責
任
技
術
者
と
し
て

登
録
す
る
た
め
の
資
格
認
定
試
験
を
実
施
し

ま
す
。な

お
、
こ
の
試
験
は
隔
年
(
偶
数
年
度
の

み
)
の
実
施
と
な
り
、
来
年
度
は
実
施
し
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

膚
門
川内
い

|

.
日
時

日
月
刊
ω
日
(
日
)
午
後
1
時
叩
分
か

ら
午
後
3
時
叩
分

会
場

松
山
大
学
(
松
山
市
文
京
町
)

試
験
手
数
料

3
，

0
0
0
円

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

圏
閣
閣
門
川
l
l

日
時

日
月
四
日
(
木
)

ら
午
後
3
時
叩
分

会
場

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
l

(松
山
市
湊
町
)

受
講
料

2
，
0
0
0
円
(
別
途
テ
キ
ス
ト

代

2
，
0
0
0
円
)

※
駐
車
場
は
、
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

園
出
園
町
U
W
試
験
・
講
習
会
と
も
)

期
閉

山
月
1
日
(
金
)
か
ら
初
日
(
水
)

毎
日
の
執
務
時
間
中
【
郵
送
不
可
】

受
付
窓
口

下
水
道
課
(
市
役
所
2
階
)

※
9
月
1
日
(
水
)
よ
り
申
込
用
紙
の
配
付

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

岡
州
国
刷
岡
先

下
水
道
課

B
@
2
1
1
1
 

管水道

午
後
l
時
叩
分
か

(
内
線
2
5
2
)



2004 9月号E緩おおず

G
v
《

嬰何回

大
洲
市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
り
、
資
源
を
大
切
に
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

昨
年
度
か
ら
愛
用
の
買
い
物
袋
を
使
用
し
レ
ジ
袋
を
減
ら
す
「
マ
イ
バ

ッ
グ
推
進
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
マ
イ
バ

ッ
グ
の
体
験
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マイバッグ推進運動

実
施
要
領

大
洲
市
が
配
布
す
る
マ

イ
パ
ッ
ク
を
買
い
物
の
際
に
2
ヶ

月
間
使
用
し
た
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
す
。
(
終

了
後
、
マ
イ
バ
ッ
グ
は
そ
の
ま
ま

お
使
い
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。
)

資

格

大
洲
市
内
に
在
住
す
る
人

募
集
人
数

先
着
1
5
0
人
(
昨
年

度

の

モ

タ

l
は
除
き
ま
す
。
)

実
施
期
間

日
月
1
日
月

申
し
込
み
方
法

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

9
月
幻
日
(
火
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
険
環
境
課
生
活
衛
生
係

8
@

2
1
1
1
(内
線

1
6
6
)

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
は

だ
れ
で
も
す
ぐ
に
で
き
ま
す

省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
た
め
に

圏
内
で
1
年
間
に
使
わ
れ
る
レ
ジ

袋
の
数
は
、
約
1
0
0
億
枚
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
l
人
当
た
り
年
間
約
加
枚
使
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
は

ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
で
、
年
間
2
億

リ
ッ
ト
ル
の
原
油
が
原
料
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
製
造

費
用
は
商
品
の
価
格
に
上
乗
せ
さ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

買
い
物
袋
を
持
参
す
る
マ
イ
バ
ッ

グ
推
進
運
動
は
、
だ
れ
で
も
す
ぐ
に

で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み

の
一
つ
で
す
。
み
な
さ
ん
も
今
日
か

ら
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ
て
み
ま
せ
ん

カ

:一平成i_(.J隼麿の体験モエターアンケート集計結果ー ] 

主な内容は次のとおりです。

ご協力いただいた皆さん、誠にありがとうございました。(回答130人)

.今回使用したマイバッグは

-使いやすかった(80人) ・使いにくかった(36人) -その他(14人)

.どのよう怠お庖で使用しましたか{複数回答}

・一般小売庖(25人) ・大規模小売店(126人) ・その他(12人)

バ
ッ
グ
の
大
き
さ
や
色
な
ど
に
つ

い
て
は
、
ご
家
族
の
人
数
や
個
人
の

好
み
に
よ
っ
て
ご
意
見
も
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
。
ま
た
、
ご
み
の
減
量
化
の

た
め
に
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
運
動
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
を
モ
ニ
タ
ー
に

な
っ
て
初
め
て
知
っ
た
人
も
い
た
よ

う
で
す
。

.レジ袋の璽取りを短否することでごみの誠量化ができましたか

・できた(77人) ・できない(17人) ・その他(36人)

.その他の主怠ご意見

-まだマイバッグを使用している人が少ない。

-もっと多くの商庖でマイバッグを使用できたらよい。(ポイント制など)

.商店が過剰包装を減らす工夫をする必要がある。

-子供のときからごみの減量についての教育をする。

.生ごみ処理機の利用促進

-ごみの分別、リサイクルなどについての研修会を実施してほしい。

今
後
は
、
商
店
を
含
め
住
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
マ
イ
バ
ッ
グ
推
進
運
動

に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
化

・
リ
サ
イ

ク
ル
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

3 



応顎ああず 2004 9月号

市財政状況の報告

一般財源の推移

戸
F 

F 

「ーー

」

120億円

100億円

80イ意円

60億円

40f意円

20億円

。
π 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

口地方特例交付金 口地方交付税

口地方譲与税等 口地方税

12 13 14 15 
年度

(注) 地方議与税等とは地方譲与税、利子割交付金、地方消費税交付金、 ゴルフ場利用税交付金、
特別地方消費税交付金及び自動車取得税交付金をいう。

~6} 
GtlD 

大洲市財政状況の公表等に関する条例第2

条及び地方公営企業法第 40条の 2の規定に

より、平成 15年度の財政状況を公表します。

大洲市長桝田 典ー

(c=臨彊隠居抜高関Jl平成15年度にどれだけ収入支出があったか

口 予算額 178億2，479万円
口 執行額 176億6，133万円

歳 入

b
F

円

削
剥

億

A
・
司
唱
司
岨
'v

，，

"民
額げ

a，
総

約

60億 50意 40億

歳出 口 予算額 178億2，479万円
口 執行額 171億7，899万円

I 401意9，595万円
391意 153万円

28億8，936万円
27億7，680万円

24億8，309万円
24億1，820万円

20億2，899万円
19億6，路5万円

;;;万円均待

総額
約172億円

10億3，577万円
10憧1，522万円

。

地方交付税:国から市に交付されるお金

市 税 :皆さんから市に納められるお金

国庫・県支出金.道路や建物の整備などに必要なお金の一部

として国 ・県から受け入れるお金

民生 費 :主に福祉の充実のために使うお金

土 木費 :道路や河川などの整備のために使うお金

教 育 費 :小中学校や公民館など教育関係のために使

うお金

(闘邑闘語調倒閣)

項

目

市民税 固定資産税 .6. 
Eコ

ち:('内

良心
13億8，737万円

93，741円

35，659円

40.0% 

金 額

1世帯当たりの負担額

1人当た りの負 担額

割合

17億6，093万円

118，982円

45，260円

50.7% 

たばこfn

モヲ
2億4，791万円

16，751円

6，372円

7.1% 

軽自動車税

計

34億九183万円

234，583円

89，234円

100.0% 

7，562万円

5，109円

1，943円

2.2% 

4 



応怒ああず 2004 9月号

市財政状況の報告

九平成15年度に市が所有 f
i~ 11する土地・建物・預金|
ツJなど ¥ 

平成15年度どのようなものにお金が使われたか
種別 面積等 金 宮買

{ 毛 地 609，145m 59億 291万円

山 キホ 2，858，541 rバ 9，782万円

回 t目 114，093計 1億9，059万円

雑種地 135，136m 11億1，386万円

建 物 218，412m 267億8，785万円

立 木 63，307凶 3億5，011万円

財 政調 整 基 金 5億7，003万円

国民健康保険財政調整基金 2億2，204万円

土 地開 発 墓 金 6億2，804万円

その他特定目的基 金 12億2，619万円

出 資 金 4億9，480万円

4亡』コ 言十 31億4，110万円

財政調整基金と減債基金現在高の推移

20億円

18億円

16億円

14億円

12億円

10億円

8億円

6億円

4億円

。
2億円

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15年度

国民健康保険

d金
予算 37億5，184万円

収入 39億1，239万円

支出 35億9，283万円

差引 3億1，956万円

予算145億6，104万円

収入144億6，352万円

支出144億4，860万円

差引 1 1，492万円

平成15年4月 1日から
平成16年 3月31日まで

19 

14.1% 

や道水
況

の
伏

度
営

年
経

刊
の

成
院

平
病

¥ー
ーー
ノ

当期純利益

105万円

4，351万円

2，057万円

左のグラフ(財政調整基金と減債基金現在高の推移) では、

財政調整基金が前年度から大幅に減っている様子がわかりま

す。市税の減少を穴埋めするなどのために基金(貯金)を取り

崩した結果です。また、減債基金も少しずつ取り崩している状

況もわかります。

国保診療所 簡易水道

司免 tT 
予算 2，467万円 予算 9，695万円

収入 2，286万円 収入 9，440万円

支出 2，286万円 支出 9，274万円

差引 0万円 差引 166万円

業事道・レ
R
P『，下共公業

本
農

2，883万円 11予算16億9，203万円

2，792万円 11収入1 6億4，597万円

2.792万円 11支出 1 6億4，417万円

0万円 11差日11 180万円

住宅新築資金等
貸付事業

背
一
肌
一
刻
一
割

5 

交通傷害保障 土地取得造成

匡 醤きも
予算 934万円 予算 1，626万円

収入 873万円 収入 1，620万円

支出 822万円 支出 1，620万円

差引 引万円 差引 0万円

駐車湯事業 介護保険

聞 題調
予算 5，044万円 予算 24億6，500万円

収入 4，761万円 収入 23億6，871万円

支出 4，761万円 支出 23億5，983万円

差引 0万円 差引 888万円

，taE B 泉

斗a司王肺》、:A-L-4J日〉ah 

予算 2，199万円

収入 2，081万円

支出 1，737万円

差51 344万円
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応詔おおず 2004 9月号

市財政状況の報告

普通会計 :一般会計+特別会計(交通傷害保障、土地取得造成、

住宅新築資金等貸付事業)

義務的経費の推移(平成元年を 100とした場合)

'" 

4 8 9 10 11 12 13 14 15 年度

義務的経費 :地方公共団体の歳出のうち、その支出が義務

づけられ任意に削減できない経費
人件費:職員や特別職の給与、議員及び各種委員会委

員の報酬に使うお金です。
扶助 費:児童手当、乳児・老人・重度心身障害者の医

療費に使うお金です。

公債費 :市が借り入れた市債(借金)の元利償還金とし

て使うお金です。

義務的経費は、毎年度増加傾向になっています。

(闘関病認)市の借入金の残高

特に公債費については、平成元年度と比べると、約 1.7 8倍
となっています。義務的経費の市債の返済として使うお金であ

る公債費が増えるということは、借金の返済が財政を圧迫し、

市自らの判断で使えるお金が減少することになってしまいま

す。よって、公債費の増加は財政の健全化を図る上で、大きな
障害となっています。

区分 借 入 先 件数 現 在 高 一世帯当たりの額

Rオ tE 省 124 70億7，860万円 478，284円

自主 日本郵政公社 48 27億3，509万円 184，803円

言d分zh 十:;: そ の イ也 133 100億 803万円 676，218円

言十 305 198億2，172万円 1，339，305円

特
財 務 省 38 28億3，246万円 191，383円

足リ 日本郵政公社
J企込

39 16億4，899万円 111，418円
:zo玉

計 そ の 他 33 11億9，326万円 80，626円
分

言十 110 56億7，471万円 383，427円

ぷに与ヨ 言十 415 254億9，643万円 1，722，732円

市債収入額と市債依存度の推移
30億円

25億円

20億円

15億円

4 8 10 11 12 13 14 15 

市民人当たりの額

181，936円

70，298円

257，230円

509，464円

72，801円

42，383円

30，669円

145，853円

655，317円

% % 
18.0 21.0 

16.0 

14.0 

12.0 17.0 

10.0 
15.0 

8.0 

6.0 13.0 

4.0 
11.0 

2.0 

0 9.0 

市債とは、道路や学校など公共施設の整備のた
めに市が国や市中銀行などから長期にわたって借

りるお金のことです。つまり大洲市の借金のこと
です。

市債が増えることは、翌年度以降に返済してい
かなければなりませんので、後の世代の財政運営

に大きく影響します。

公債費比率は、市債の元利償還金の一般財源に
占める割合をいいます。この数値が高くなれば、

財政の硬直化が進行していることになります。

公債費比率の推移

年度
冗 2 3 4 5 6 7 8 

※全国市町村の数値は単純平均である。

10 11 12 13 14 15 

年度

現在、聖域なき構造改革のーっとして、固と地方が関係する補助金などの問題について 「三位一体改革j とよばれる
構造的な見直しが行われています。この三位一体改革の影響で、大洲市では今年度約4億円収入が減少しました。この
ため、市の貯金である財政調整基金を取り崩して予算を編成していますが、この財政調整基金も底をついた状況となっ
ています。

このような構造改革の荒波を克服するため、大洲市として、自らの責任によるさまざまな行財政改革に取り組む必要
が生じています。平成 17年 l月 11日に大洲市は4市町村による合併により新しい市になりますが、合併による合理化
の効果や効率化を早期に最大限発揮させて健全な財政構造を確立し、将来の世代に負担を先送りしないよう努めてまい
ります。市民の皆さんのご理解とご協力・ご支援をお願いします。

6 
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大洲市消防団

大
洲
市
消
防
団
は
、

7
月
4
日
八

幡
浜
・
大
洲
運
動
公
園
「
自
由
広
場
」

で
新
入
団
員
(
参
加
者

η
人
)
を
対

象
に
、
今
後
消
防
団
員
と
し
て
活
動

し
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
知

識
・
消
防
訓
練
礼
式
お
よ
び
機
械
器

具
取
り
扱
い
の
習
得
な
ど
を
目
的
に

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
大
洲
消
防
署
の
署

員
の
指
導
に
よ
り
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
咋
年
5
月
、
消
防
団
活

性
化
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
消
防
団

活
動
の
自
主
性
を
図
る
た
め
指
導
員

の
養
成
計
画
を
策
定
し
、
各
分
団
か

ら
2
人
ず
つ
推
薦
さ
れ
た
班
長
以
下

の
団
員
犯
人
を
対
象
に
大
洲
消
防
署

員
の
指
導
の
も
と
、
指
導
員
と
し
て

必
要
な
訓
練
礼
式
・
ポ
ン
プ
操
法
・

機
関
運
用
な
ど
の
講
習
お
よ
び
実
技

を
1
年
開
通
し
て
行
い
、
指
導
員
を

養
成
し
ま
し
た
。

今
回
の
新
入
団
員
訓
練
に
お
い
て

は
、
指
導
員
と
し
て
初
め
て
認
定
さ

れ
た
団
員
が
終
始
率
先
し
て
指
導
に

当
た
る
な
ど
、
所
期
の
目
的
で
あ
る

消
防
団
の
自
主
性
が
図
ら
れ
ま
し

た

ホース搬送要領の説明を受ける新入団員

(旗開慨語調ゅ[3(0お )

事業名 総 事 業 費 融資額

大洲小学校校舎
53，806万円 23，310万円

改 築 事 業

大洲小学校屋内運動場
22，470万円

改 築 事 業

平成14年度(繰越分)簡保資金の融資の内容

額

公共下水道事業

資

21，050万円

融総 事 業 費

54，845万円

名業事

E壬?

主主

秋

社
会
福
祉
法
人
合
併
公
告

社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
平
成
十
七
年
一

月
十
一
日
を
合
併
期
日
と
し
て
社
会
福
祉
法
人
長
浜
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
社
会
福
祉
法
人
肱
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉

法
人
河
辺
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
合
併
し
、
社
会
福
祉
法
人
大
洲

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
設
立
す
る
旨
を
理
事
会
及
び
評
議
員
会
に

お
い
て
議
決
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
解
散
し
、
そ
の

一
切
の
権
利
義
務
を
社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
承
継
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
こ
の
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
二
ヶ
月
以
内
に
そ
の
旨
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

平
成
十
六
年
八
月
二
十
日

愛
媛
県
大
洲
市
東
大
洲
二
七

O
番
地
一

社
会
福
祉
法
人
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
(
会
長
)
近
田

7 
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大対'Ii城天守閣復元

をお
わ

金p
-ー・、.n，. 
MaPI! 

.診

大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
は
、
平
成
六
年
に
木
造
に
よ
る
復
元
を
目
指
し
、
大
洲

城
天
守
閣
再
建
検
討
委
員
会
が
発
足
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成

八
年
に
建
築
史
家
(
故
)
宮
上
茂
隆
氏
が
「
木
造
に
よ
る
完
全
復
元
が
可
能
」
と
発

表
し
、
以
後
本
格
的
に
実
施
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
号
で
は
完
成
ま
で
十
年
の
復

元
の
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
大
淵
城
実
守
闇
絹
雲
仙
要
員
会

(
平
成
八
年
七
月
三
十
一
日
)

前
身
の
大
洲
城
天
守
閣
再
建
検
討
委
員
会

(
平
成
六
年
発
足
)
を
引
き
継
ぎ
、
史
実
に

基
づ
き
木
造
で
正
確
に
天
守
を
復
元
す
る
た

め
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
完
成
ま
で
に
合
計
十
五
回
の
委
員

会
を
開
催
し
、
事
業
の
諸
問
題
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。

¥
 

第 1回大洲城天守閣復元委員会

実
守
跡
の
発
掘
調
査

(
平
成
十
一
年
二
月

1
平
成
十
二
年
一
月
)

発掘調査説明会

知大家が ち 査 大
る洲臣で溝幸で洲丸
こ城にきがは市 ー
とが使ま確、教年
が当用し認天育を
で時さたさ守委か
きいせ。れの員け
まかたま、住会て
しに 「きた設をが天
売重菊i、計支実守

要紋忠秀にえ施跡
で亙t吉 反 る し の
あ μ が映礎そま発
つ (i:位す石Zし掘
た T の る や た 調
か 7L高こ雨E。査
を只いと落ぉ調を

平成6年
1994 

平成7年
1995 

平成8年
1996 

平成9年
1997 

平成10年
1998 

平成11年
1999 

平成12年
2000 

8 

み

そ

ま

御

柚

始

め

式

(
平
成
十
二
年
一
月
十
二
日
)

大
洲
藩
主
加
藤
家
の
菩
提
寺
の

一
つ
で
あ

る
如
法
寺
で
、
初
め
て
木
材
を
切
り
出
す
儀

式
「
御
仙
始
め
式
」
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

寄
付
を
い
た
だ
い
た
桧
は
樹
齢

二
百
五
十

年
、
直
径
約
七
十
個
の
大
径
木
で
し
た
。
こ

の
桧
は
、
天
守

一
1
二
階
の
心
柱
に
使
用
し

て
い
ま
す
。

大洲城模型お披露目式

大
淵
城
模
型
お
按
露
目
式

(
平
成
九
年
三
月
十
八
日
)

大
洲
城
の
三
十
分
の

一
の
外
観
模
型
が
完

成
し
、
市
役
所
ロ
ビ

l
で
お
披
露
目
式
を
開

催
し
ま
し
た
。
模
型
を
製
作
し
、
基
本
設
計

を
担
当
し
た
故
宮
上
茂
隆
氏
が
大
洲
城
の
特

徴
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

みそま おの

御柚始め式 「斧入れの儀J



2004 9月号応報ああず

き

ぴ
木
由
渇
き
武

御
用
木
お
披
露
目
武

(平
成
十
三
年
九
月
三
十
日
)

市
内
北
只
の
木
材
保
管
倉
庫
で
御
用
木
お

披
露
目
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
で
調
達

し
た
木
材
を
始
め
、
秋
田
県
産
の
栗
材
や
樹

齢
三
百
年
を
超
え
る
木
曽
桧
な
ど
を
お
披
露

目
し
ま
し
た
。
お
披
露
目
式
に
続
き
、
施
工

ち
ょ
う
な

業
者
主
催
に
よ
る
「
手
斧
始
め
の
儀
」
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

(平
成
十
四
年
六
月
一
日
)

木
工
事
の
開
始
を
祝
う
木
曳
き
式
を
開
催

し
ま
し
た
。
樹
齢
三
百
五
十
年
の
木
曽
絵
を

:

特
製
の
台
車
に
載
せ
、
市
内
約
一二
・五
回
を

ち

1
l

総
勢
二
百
五
十
人
で
練
り
歩
き
ま
し
た
い
滑

川
市

子規
札

列
に
は
長
野
県
木
曽
地
方
か
ら
五
人
の
木
遣

i
Y
1
r
ケ

り
が
参
加
し
、
木
曳
き
唄
を
披
露
し
ま
し
た
。

思
い
出
に
残
る
こ
の
木
曽
桧
は
、
天
守

一

階
か
ら
二
階
に
上
が
る
階
段
の
途
中
、
手
で

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大洲城天守閣復元

復元天守(中央)と
現存する台所櫓(左)・高欄櫓(右)

天
守
完
成
・

-
一
般
公
開

(
平
成
十
六
年
九
月
一
日
)

よ
み
が
え

世
紀
を
超
え
平
成
の
世
に
大
淵
城
が
匙
り

ま
し
た
。
大
洲
城
は
、

こ
の
時
代
に
生
き
た

私
た
ち
の
手
に
よ

っ
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
こ

れ
か
ら
新
し
い
歴
史
を
歩
み
始
め
る
の
で

す。

平成13年
2001 

平成14年
2002 

平成15年
2003 

平成16年
2004 

起

z 
式

(
平
成
十
四
年
二
月
五
日
)

大
洲
城
で
施
工
業
者
主
催
に
よ
る
起
工
式

(安
全
祈
願
祭
)
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式

じ

づ

の
後
、
蔵
川
芸
能
保
存
会
が
「
地
掲
き
音
頭
」

を
披
露
。
地
掲
き
唄
に
合
わ
せ
ド
ス
ン
、
ド

ス
ン
と
柱
を
地
面
に
打
ち
付
け
、
建
物
の
地

固
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

っちう

上棟式「槌打ちの儀J

後

認

ki 
棟5

武

(
平
成
十
五
年
四
月
四
日
)

む
ね
あ
げ

棟
上
ま
で
木
工
事
が
無
事
完
了
し
た
こ
と

こ
う
f

レ
よ
一つ

へ
の
感
謝
と
、
建
築
に
携
わ
る
工
匠
の
労
を

ね
ぎ
ら
う
た
め
の
儀
式
「
上
棟
式
」
が
施
工っ

ち

業
者
主
催
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
「槌

打
ち
の
儀
」
で
は
、
紅
白
幕
で
装
わ
れ
た
棟

木
を
工
匠
役
が
打
ち
固
め
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
天
守
の
平
瓦
に
自
分
の
名
前
や

願
い
事
を
墨
書
き
す
る
「
瓦
記
名
会
」
を
行

い
、
完
成
ま
で
に
二
千
人
を
超
え
る
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
十
年
と
い
う
長
い
歳
月
を
経
て
こ
の
度
め

で
た
く
大
洲
城
が
完
成

・一

般
公
開
を
迎
え
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
復
元
の
た
め
に
寄

せ
ら
れ
た
基
金
は
、
目
標
額
の
五
億
円
を
超
え
、
八
月
一

日
現
在
で
約
五
億

一
千
八
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
市
外
・
県
外
の

皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
全
引
号
に
わ
た
り
、
復
元
情
報
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
「
か
わ
ら
版
復
元

大
洲
城
」
は
、
大
洲
城
完
成
と
い
う
当
市
の
歴
史
的
な
節
目
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
商
工
観
光
課

9 
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長寿者のご紹介

2004 9月号

中 神 上 都 豊 中篠宮山梶向井堀宮西大 96松河井楠石大桝中宮大 一賓白 上竹平伊富山梅 97
歳

之
野岡田築 川 野崎元中岡井上内元尾森 井内上野岡成田島川川山藤 石杉 田野達永 内崎

9月20日は

敬老の目

ミ
ツ
コ

(
徳

森

)

ミ
ヤ
ヱ
(
森

山
)

マ
ツ
子
(
菅
田
町
宇
津
)

ハ
ル
ヤ
(
森
山
)

勲
(
新
谷
町
)

シ
ゲ
子

(新

谷
)

勝

子

(

市

木

)

モ

ン

(

新

谷

)

敏
雄
(
平
野
町
野
田
)

サ
ツ
コ
(
柳
沢
)

ミ

カ

(

稲

積

)

千

春

(

米

津

)

ミ
サ
オ
(
新
谷
)

篤

美

(若

宮
)

モ
ト
メ
(
新

谷
)

シ
ズ
カ
(
藤
縄
)

マ
キ
ヨ

(森

山
)

正

直

(

五

郎

)

ツ
ギ
ヨ
(
新
谷
町
)

ゐ
ゑ
子

(
柚
木
)

有志、.. 
冒~.. 

・，，_旬、
-官F電云温i冒.
.~. 

~"， 司置L

美ト

応寝ああず

3ダー

で
と
う
ご

ま
す

、、

j誌

の

ご
長
寿
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
8
月
7
日
現
在
、
大
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2004 9月号巴蓄量ああず

長寿者のご紹介

冨谷増山村冨影大河楼谷三福尾中中
士 久
島本本本上永浦保野井岡瀬 向上野岡
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大洲市に引き続き 3ヶ月以上住所のあ

満80歳以上の人(大正13年 9月16日ま

大洲市では、高齢者福祉の増進のため、「敬老年金」

【対象者】

平成16年9月15日現在、

る人で、 9月15日現在で、

でに生まれた人)

【敬老年金の支給】

日 時 9月15日(水)・16日(木)
午前9時~午後4時 30分

肱南・久米地区・・ ・・・・市役所 1階ロビー
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連絡所のある地区・・ ・・各連絡所
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宮
間
)

久

保

熊

男

(

田

処

)

丑

尾

ウ

メ

(

阿

蔵

)

柴
田
ウ
メ
マ
ツ
(
柳
沢
)

冨
永
忍
(
菅
田
町
宇
津
)

矢

野

近

子

(

田

口

)

梅

原

キ

チ

ヨ

(

田

口

)

音

岡

茂

雄

容

田

町

官
回)

大

薮

フ

サ

子

(

新

谷

)

新

山

ツ

ル

ヨ

(

宇

和

川
)

上

本

麻

子

(

柚

木

)

福

岡

ツ

ヤ

子

(

阿

蔵

)

増

本

百

々

子

(

若

宮

)

山

岡

コ

マ

ツ

(

徳

森

)

薄

田

節

子

(

大

洲

)

富

永

蕎

明

(

市

木

)

兵

頭

美

憲

子

(

中

村

)

山

中

ハ

ジ

メ

(

新

谷
町
)

大

野

虞

巳

(

市

木

)

松

本

富

子

(

柚

木

)

林

田

ハ

ル

ヱ

(

喜

多
山
)

山

下

サ

ツ

キ

(

阿

蔵

)

宮

岡

茂

園

(

新

谷

町
)

長
谷
川

リ

ン

(

市

木

)

谷

岡

松

繁

(

手

成

)

菊

地

勉

(

東

大

洲

)

山

内

ツ

ヤ

子

(

大

洲

)

植

田

花

子

(

徳

森

)

90 
鎌鈴水村岩 歳 畠兵神渡大白沖木田池大森堀藤新上井吉松西徳水楠平岩冨渡山山 金尾矢

久
田木野越城 岡頭元進藤石中村中端保永山本家野上井岡村田沼本岡本尾遺本下谷上野
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オ
ス
エ
(菅
田町
菅
田)

タ
ガ
子
(
徳
森
)

キ
ヌ
ヱ
(
藤
縄
)

ヨ
リ
エ

(平
野町
平
地)

タ
ツ
ヱ
(
松
尾
)

義

慶

(

大

洲

)

シ
マ
子
(
中
村
)

寓

徳

(

若

宮

)

保

子

(

大

洲

)

タ
キ
コ
(
宇
和
川
)

森

光

(

管
貯
蓄
)

勝

美

(

稲

積

)

儒
(
西
大
洲
)

政

夫

(

藤

縄

)

筆

(菅
野
菅
田)

ト
ヨ
子
(
大
洲
)

茂
市
(
菅
野
宇
津)

ヒ
サ
コ
(
蔵

川
)

ア
サ
コ
(菅
田町
立出
)

ナ
ミ
コ
(
若
宮
)

園
(
新
谷
町
)

ミ
ヤ
コ
(
菅
田
町
富
山)

市

郎

(

市

木

)

フ
サ
子
(
徳
森
)

貞

子

(

中

村

)

ヒ
デ
子
(
森
山
)

フ
ミ
コ
(
八
多
喜
町
)

文

子

(

若

宮

)

初

市

(

中

村

)

ウ
メ
ヲ
(
蔵

川
)

慎
太
郎
(
高
山
)

ク
ニ
ヱ
(
八
多
喜
町
)

マ
サ
コ
(
大
洲
)

マ
サ
ミ
(
上
須
戒
)

茂

満

(

平
野町野
田
)

ミ
ツ
ル
(
市
木
)

フ
サ
コ
(
中
村
)
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長寿者のご紹介

玉上三酒浅森山富亀二

井甲谷井野下回田 岡 宮

秋

好

(

阿

蔵

)

喜
楽
(
新
谷
町
)

ツ
ナ
子
(
阿
蔵
)

ハ
ヤ
コ
(
稲
積
)

百

子

(

大

洲

)

房
子
(
平
野
町
平
地)

ユ
ク
子
(
常
磐
町
)

吉
馬
(
西
大
洲
)

文
江
(
西
大
洲
)

ア
キ
コ
(
中
村
)

坂山東 二 水鎌平大保寺

F~・・日・司・F 高齢老いきいき !
Òj h~む主党合ろをむできる在宅11護もむ唱し と

介護をしている家族をしっかり応援し、介護の負担を軽くして、寝たきりに

なっても「できるだけ住み慣れた地域や家庭で暮らしたいJという高齢者自身

の希望をかなえるための介護保険がスタートして、 5年目を迎えています。

その中で、介護の状況はどのように変化しているのでしょうか。介護の問題は、

誰もがいつかは直面する身近なテーマです。

このたび、目で耳でそして心で介護について体感できる内容を盛り込み、広

く市民を対象に 「第 l回大洲市介護のつどいJを開催します。この機会にご近

所お誘いあわせのうえ多数ご参加下さい。 宮本田野石積谷

ミ
チ
コ
(
西
大
洲
)

美

平

(

北

只

)

武

雄

(

平
野
町
野
田
)

ミ
ユ
キ
(平
野
町
平
地
)

道

好

(

柚

木

)

キ
ミ
ヱ
(
市
木
)

君

子

(

柚

木

)

嘉

作

(

五

郎

)

義
則
(
八
多
喜
町
)

栄
太
郎
(
中
村
)

本崎

古秦新河玉高西坂品都

多内城井田本田田

麻

子

(

大

洲

)

茂

男

(

中

村

)

房

子

(

新

谷

)

ム
メ
コ
(
上
須
戒
)

ヨ
シ
子
(
蔵

川
)

知

恵

(

大

洲

)

フ
サ
ヲ
(
蔵
川
)

ヨ
シ
コ
(
藤
縄
)

定

彦

(

若

宮

)

梅

香

(

平
野
町
野
田
)

宅

日 時 :9 月 1 8 日 (土) 午後 1 時~午後 3 時30分(受付開始午後 0 時40分~)

会 場 :大洲市総合福祉センタ - 4階多目的ホール

プログラム :開会

第一部寸 劇

「やっぱり家がええリ

~大切な人に介護が必要になった時どうしますか~

第二部 事例紹介

「もっと知ってほ しいj

~今、介護の現場から熱い思いを伝えます~

質疑応答

閉会

主 催 :大洲市

協力機関 :大洲市介護保険サービス事業所

問い合わせ先 ・大洲市役所高齢福祉課 介護保険業務係

B 24-2111 (内線 174)

都

築

桝

山

武

田

好

崎
須

内

下

岡
本

岡

三

瀬

山

本
城

戸
漬

田

福

田

宮

岡

矢

野
祖
母
井

山

本

大

塚

藤

津
上

田

松

岡
佐
々
木

高

橋

上

野
久
保
田

中

田

藤

本
清

水

新

家

樋

田

大

塚

山

内

栗

田
玉

井

谷

本

滝

野

篠

崎

満

田

武

井

清

高

(

米

津

)

カ
ツ
ミ
(
大
洲
)

五

郎

(

田

口

)

茂

子

(

米

津

)

リ
ツ
コ
(
手
成
)

俊
(
上
須
戒
)

マ
サ
子
(
新
谷
)

キ
ミ
子
(
柚
木
)

ツ
ヤ
子
(
平
野
町
野
田
)

甚

捕

(

菅
野
富
)

知

之

(

田

口

)

政

章

(

菅田
町
菅
田)

ム
メ
コ
(
新
谷
町
)

清
(
八
多
喜
町
)

尊

憲

(

八
多
喜
町
)

均
(
阿
蔵
)

清

子

(

中

村

)

三

枝
(
田
口
)

ト
ミ
コ
(
若
宮
)

澄

子

(

成

能

)

春

年

(

徳

森

)

春

好

(

徳

森

)

オ
リ
エ
(
若
宮
)

キ
ヨ
子
(平
野
町
野
田
)

キ
ヨ
コ
(
藤
縄
)

悟

(
平
野
町
平
地
)

タ
マ
ル
(
新
谷
)

美

雅

(

蔵

川

)

ト
キ
コ
(
春
賀
)

マ
サ
子
(
西
大
洲
)

ヒ
サ
オ
(
森
山
)

清

美

(
上
須
戒
)

フ
サ
コ
(
若
宮
)

昌

一
郎
(
阿
蔵
)

ス
ミ
ヱ
(
上
須
戒
)

一

雄

(
平
野
町
野
田
)

繁

夫

(

米

津

)

シ
カ
ヲ
(
柚
木
)

和松佐樽重 山 徳宮桑亀大谷一木黒清多岡月安大向福中木西清吉福清笹山徳岡品岡
々

気中木井松元本岡野田下村宮原江水 田 田 野岡野井桝野村谷水井 山 水尾中永 田回

ス
ナ
ヲ
(
柚
木
)

テ
ル
子
(
大
洲
)

ヤ
ス
ヨ
(
中
村
)

政

夫

(

成

能

)

サ
ト
ヱ
(
喜
多
山
)

シ
ズ
コ
(
八
多
喜
町
)

操

(
平
野町
平
地)

正

勝

(

中

村

)

ト
キ
ミ
(
大
洲
)

シ
カ
ヨ
(
北
只
)

サ

キ

(

中

村

)

大
一
二

(八
多
喜
町
)

ト
キ
ヱ
(
平
野
町
平
地)

登
(
藤
縄
)

五
月
子
(菅
田町
菅
田)

時

明

(

新

谷

)

富

子

(

新

谷

)

ミ
ツ
コ
(
八
多
喜
町
)

サ
ト
ミ
(
春
賀
)

多
美
子
(
大
洲
)

ギ
ン
ヱ
(平
野
町
野
田
)

マ
サ
子
(
大
洲
)

ハ
ツ
ミ
(
田
口
)

と
よ
か
(
中
村
)

徳
夫
容
田
町
大
竹
)

ミ
ド
リ
(平
野
町
平
地
)

キ
ヨ
コ
(
中
村
)

捨

男

(

北

只

)

ツ
ユ
コ
(菅田
町
菅
田)

ハ
ジ
メ
(
西
大
洲
)

ミ
チ
ヱ
(
柳
沢
)

園

子

(

若

宮

)

キ
サ
子
(
若
宮
)

マ
ツ
ミ
(
徳
森
)

ス
ミ
子
(
平
野
町
野
田
)

ミ
エ
カ
(
新
谷
)

13 



2004 9月号E寝ああず

まなびピア愛媛 2004in大洲

「
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
(
ま
な
び
ピ
ア
)
」
は
、
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り
や
交
流
な
ど
を

と
お
し
て
、
生
涯
学
習
の
成
果
を
新
た
な
社
会
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
の
全
国
的
な
祭
典
で
す
。

今
年
は
「
ま
な
び
ピ
ア
愛
媛
2
0
0
4
」
が
叩
月
9
日
(
土
)
i
n
日
(
水
)
の
問
、
県
内
各
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
大
洲
市
実
行
委
員
会
に
よ
る
主
催
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

-m月
9
日
(
土
)

【
大
洲
市
総
合
開
会
式
】

場時

所間

午
後
6
時
印
分

市
民
会

館

大

ホ

l
ル

【
記
念
講
演
会
】

時

間

午
後
7
時

後
)
1午
後
9
時

場

所

市
民
会
館
大
ホ
l
ル

講

師

平
岩
弓
枝
さ
ん

「私
の
取
材
ノ

l
ト
よ
り」

l
，

0
0
0
円 (

開
会
式
終
了

入
場
料

※
平
岩
弓
枝

(
ひ
ら
い
わ
ゆ
み
え
)

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
都
出
身
。
日
本
女
子
大
学
国

文
科
卒
業
後
、
作
家
を
士
山
し
、
幻
歳

の
時
、
小
説
「
撃
師
(
た
が
ね
し
)
」

に
て
第
引
回
直
木
賞
を
受
賞
。
以
来
、

今
日
ま
で
小
説

・
テ
レ
ビ
脚
本

・
舞

台
演
出
な
ど
幅
広
い
分
野
で
の
活
躍

を
続
け
て
い
る
。

【
主
な
作
品
】

小
説
「
女
の
顔
」
「
御
宿
か
わ
せ
み
」

「
色
の
な
い
地
図
」
ほ
か

テ
レ
ビ
脚
本
「
あ
り
が
と
う
」

「肝
ツ
玉
か
あ
さ
ん
」
「
旅
路
」
ほ
か

戯
曲
「
明
治
の
女
」
「
春
雷
」
「
真

夜
中
の
招
待
状
」
ほ
か

※
チ
ケ
ッ
ト
は
9
月
上
旬
よ
り
生

涯
学
習
課
お
よ
び
最
寄
り
の
公
民
館

で
販
売
い
た
し
ま
す
。

-m月
刊
白
(
月
)

{
和
一
学
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
h
大
洲
}

時

間

午
前
日
時

1
午
後
4
時

場

所

国
立
大
洲
青
年
の
家

内

容

実
験
・
工
作
ブ
!
ス
の
ほ

か
に
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
科
学

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
グ

-m月
沼
田
(
火
)

{
会
日
は
ま
る
ご
と
大
洲
城
}

-
大
洲
城
史
跡
め
ぐ
り

生
対
象
)

午
前
9
時
1
正
午

・
博
物
館

展
示
解
説
会

中
= ザー

午
後
1
時
泊
分
l
午
後
3
時

-
大
洲
城
史
跡
め
ぐ
り
(
一
般
対
象
)

午
後
3
時
泊
分
l
午
後
5
時

・
講
演
会

講
師

藤
田
達
生
氏

「
大
洲
築
城
の
歴
史
的
意
義
」

1
西
国
支
配
の
視
点
か
ら
i

午
後
6
時
羽
分
i
午
後
8
時

市
民
会
館
中
ホ
l
ル

※
藤
田
達
生
(
ふ
じ
た
た
つ
お
)

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

愛
媛
県
新
居
浜
市

1
9
5
8
年

生
ま
れ
。

1
9
8
1
年

愛
媛
大
学
卒
、
肝

年
神
戸
大
大
学
院
卒
、

mm
年
よ
り
三

重
大
学
助
教
授
を
へ
て
、
同
大
学
教

育
学
部
教
授
。

現
在
、
織
田

・
豊
臣
期
政
治
史
、

城
郭
・
城
下
町
研
究
な
ど
幅
広
い
分

野
で
活
躍
中
。

N
H
K
「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
」

出
演
や
「
日
本
中
・
近
世
移
行
期
の

地
域
構
造
」
「
謎
と
き
本
能
寺
の

変
」
な
ど
著
書
多
数
。

【
秋
の
星
空
観
察
会
】

時

間

午
後
7
時
1
午
後
9
時

場

所

フ
ラ
ワ
ー
パ
l
ク
お
お
ず

料

金

無
料

内

容

星
空
観
察
を
と
お
し
て
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
た
り
宇

宙
の
神
秘
に
ふ
れ
て
み
よ
う
/

-m月
日
日
(
水
)

【

J
A
Z
Z
の
夕
べ
】

時

間

午
後
7
時
1
午
後
9
時

場

所

赤
煉
瓦
館

2
階
喫
茶
室

内

容

岡
崎
直
樹
(
ア
ル
ト
サ
ツ

ク
ス
)
、
栗
田
敬
子
(
ピ
ア
ノ
)

ほ
か
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
に
よ
る
モ
ダ

ン
ジ
ャ
ズ
、
ボ
サ
ノ
バ
な
ど
の
演

奏
(
軽
飲
食
あ
り
)

入
場
料

l
，

0
0
0
円

そ
の
ほ
か
、
ア
イ
テ
ム
え
ひ
め
(
松

山
市
)

で
開
催
さ
れ
る
生
涯
学
習
見

本
市
に
も
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
に

伴
う
ブ
ー
ス
を
出
展
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

程

@
2
1
1
1
(内
線
5
5
2
)

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
や

申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
、
回
覧

・

チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

14 

事業日程

事業名 日 時 場 所 内容など

大洲市総合開会式および 10月9日(土)
市民会館大ホール

式典および記念講演
記念講演会 午後 6時50分~ (講師 .平岩弓枝)

科学体験フェスティjυレ
10月 11日(月)

国立大洲青年の家
実験・ 工作ブースや

午前10時~ 科学ショー

今日はまるごと大洲城
10月 12日(火) 大洲城天守閣、 現地説明会および講演会

午前 9時~ 市民会館中ホールほか (講師藤田達生)

秋の星空観察会
10月 12日(火)

フラワーパークおおず 天体観測
午後 7時~

J A Z Zの夕べ
10月 13日(水)

赤煉瓦館 2階喫茶室
モダンジャズなどの

午後 7時~ 演奏会

まなびピア愛媛 2004in大洲



2004 9月号応援ああず

刺
繍
に
よ
る
源
氏
物
語

品
し
、
絶
賛
を
博
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
東
京
都
美
術
館
、
京

都
市
美
術
館
に
お
い
て
も
高
い
賛
辞

を
得
て
お
り
ま
す
。
一

帖
に
お
よ
そ

日
種
、
日
帖
で
は
、

1
0
0
種
も
の

繍
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ知らぜ

古
典
の
名
作
「
源
氏
物
語
」
の
一

コ
マ
を
刺
繍
で
表
現
し
た
い
と
考

え
、
日
人
余
り
の
ア
ー
チ
ス
ト
が
挑

戦
し
、

二
年
の
月
日
を
投
入
し
、
完

成
し
ま
し
た
。
文
字
ど
お
り
心
血
を

注
い
だ
作
品
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本

部
で
の

「日
本
週
間
展
覧
会
」
に
出

開
催
期
閉

山
月
1
日
(
金
)
1日

月
白
日
(
日
)

日
本
刺
繍
に
つ
い
て

古
来
、
人
聞
は
刺
繍
と
い
う
も
の

を
生
活
の
中
の
技
術
と
し
て
親
し
ん

で
き
ま
し
た
。
中
で
も
日
本
人
の
美

に
対
す
る
強
い
あ
こ
が
れ
と
深
い
探

究
心
に
裏
打
ち
さ
れ
た
日
本
刺
繍

は
、
見
る
人
の
心
を
打
つ
作
品
を
生

み
出
し
て
き
ま
し
た
。

指
の
微
妙
な
運
び
方
で
表
現
し
た

作
品
は
、
布
の
上
の
彫
刻
で
あ
り
、

光
を
放
つ
絵
画
で
も
あ
り
ま
す
。

日
本
刺
繍
に
お
け
る
創
作
の
要
素

ぬ

は
、
図
案
・
配
色
・
繍
い
の
技
の
選

択
に
あ
り
ま
す
。
技
法
は
基
本
と
なぬ

る
も
の
が
約
4
0
0
種
、
変
わ
り
繍

い
が

2
0
0
種
ほ
ど
も
あ
り
、
そ
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
点

・
線
・
面
の

表
現
が
無
数
に
自
由
に
で
き
ま
す
。

日
本
人
の
こ
ま
や
か
な
優
れ
た
美

的
感
覚
は
、
世
界
に
比
類
な
き
芸
術

作
品
を
生
み
、
衣
服
の
染
め
、
織
り

と
一
体
と
な
っ
て
、
あ
る
い
は
独
自

に
も
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

時

間午
前
山
時

1
午
後
5
時

会

場
り
ょ
う
ご
ざ
ん
そ
う
け
い
ぜ
ん
い
ん

龍
護
山
曹
渓
禅
院
(
大
洲
藩
主
菩

提
寺
)
大
洲
市
大
洲
1
0
0
3
番
地

入
場
料

大
人

5
0
0
円

中
学
生

・
高
校
生
3
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

龍
護
山
(
楼
井
)

8
@
3
6
4
4
 

九
月
八
日
は

「
識
字
」

あ
な
た
は
、
「
い
ま
ど
き
、
文
字

が
読
め
な
い
人
な
ど
、
こ
の
日
本
に

い
る
は
ず
が
な
い
。
世
界
を
見
渡
し

て
も
、
よ
ほ
ど
貧
し
い
国
の
人
た
ち

の
話
だ
ろ
う
。
」
と
考
え
て
い
ま
せ

ん
か
。
実
際
、
あ
な
た
の
ま
わ
り
に
、

読
み
書
き
が
で
き
な
い
人
な
ど
、
お

ら
れ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
考
え
て
み
る
と
、
読
み

書
き
が
で
さ
る
こ
と
は
、
と
て
も
す

ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。

も
し
文
字
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、

人
に
読
ま
れ
た
く
な
い
手
紙
で
も
、

誰
か
に
読
ん
で
も
ら
わ
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
旅
行
に
出
て
も
料
金
や

行
き
先
、
乗
り
場
な
ど
掲
示
板
の
文

字
が
読
め
な
い
の
で
、
い
ち
い
ち
誰

か
に
尋
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
字
も
読
め
な
い
人
な

の
だ
と
差
別
さ
れ
た
り
、
偏
見
を
受

け
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
連
の
調
査
(
平
成
ロ
年
)
で
は
、

世
界
に
は
八
億
八
千
万
人
の
読
み

書
き
の
で
き
な
い
お
と
な
が
お
り
、

一
億
千
三
百
万
人
の
子
ど
も
が
、

学

手
紙

|

|
ιタ
や
け
が
う
つ
く
し
い

A
F

予

ゲ

F
H九ぺ
主

有

f
u
'v
:
も

い

t

回
九
点
在

F
ヲ

広

げ

や

いて

止

キ

ガ

げ

ま

て

ほ

4
t
'y
k
・
フ
ヲ
く

し

い

ν、
団
内

'
y
hx
-
y
h「

な

V
を

t

ぺ斗
t
f
t
忠
明
王
山
て
お
ヲ

T
A℃

世

ιば
4
t
J
Z
司

け

て
い
て
な
。
h

マ
戸

u
v
z
s
h
J
1
t
戸
、

L

・7
恥

L
ぐ

凶

九

ν
壬

f

T
-
F
U
ず

ぼ

士

長

ωィ
ー
μ
!
?
宅
〈

t
・7

ド
ー
「
申
〈

σ
宅
声
。

l
e
h
p
な

げ
手
L
定
・

の
日
で
す
。

校
へ
行
け
ず
に
い
る
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

あ
る
市
で
は
、
戦
争
や
差
別
、

貧

困
、
障
害
が
あ
る
た
め
な
ど
の
理
由

で
、
学
校
に
行
け
な
か
っ
た
人
や
外

国
か
ら
日
本
に
き
た
人
な
ど
、
五
千

人
以
上
の
人
が
、
夜
間
中
学
校
や
識

字
学
級
に
通
っ
て
、
文
字
を
学
ん
で

い
ま
す
。

左
上
の
手
紙
文
は
、
識
字
学
級
で

学
ん
だ
覚
え
た
て
の
文
字
で
北
代
色

さ
ん
(
当
時
叩
歳
)
が
書
か
れ
た
も

の
で
す
。
字
を
覚
え
て
見
た
夕
焼
け

は
、
字
を
知
ら
な
い
と
き
に
見
た
夕

焼
け
と
違
っ
て
見
え
た
と
、
字
を
読

み
書
き
で
き
る
感
動
が
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

国
連
で
は
平
成
日
年
か
ら
叩
年
間

を
「
国
連
識
字
の
ゆ
年
」
と
決
め
、「す

べ
て
の
人
に
教
育
を
」

と
宣
言
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
「
す
べ
て
の
人
々
が
、

読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

は
、
誰
に
も
教
育
を
受
け
る
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
で
あ
り
、
貧
困
を
な

く
し
、
男
女
平
等
社
会
を
実
現
す
る

た
め
に
、
絶
対
に
必
要
な
こ

と
で
あ
る
」

と
、
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
識
字
」
に
取
り
組
み
、

読
み
書
き
が
で
き
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
は
、
文
字
を

学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

差
別
の

不
合
理
さ
を
見
抜
き
、
差
別

を
な
く
し
て
い
く
生
き
た
力

と
な
る
も
の
な
の
で
す
。
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連載シリーズ

hdし22医院ご34土E23筆書且* * * * 4町* * * * * * * おおずの女性*シリーズ

* 
世町

今i+て輝、、* 
4町

* 
* 
* 

男性 貴
女

* 

集中豪雨は予想、できないことが多いので、大

雨情報を聞いたら早めの準備が必要です。特に

雨に弱い土地では、避難体制を整えておき、い

つでも安全に避難できるようにしましょう。

早めに安全対策をとろう !
4砂雨どいや側溝を掃除して流れをよくしておく

・停電に備え懐中電灯や携帯ラジオを用意する

.ラジオ、テレビなどの天気予報や防災情報に

注意

.家族で避難場所を決め、非常持ち出し晶をま

とめておく

* 

* 

* 4町

* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 

えひめ女性財団

開講式(主催者あいさつ)
オリエンテーション
料理教室
試食および後片付け
いきいき生活教室[男女共同参画を考える」
閉講

(大洲市若宮)

イン土砂災害危険箇所は公民館窓口または、

ターネット上でも確認できます。

* 
* 
* 

http://www.pref.ehime.jp/doboku/ 

doboku2/kabetu/sabo/dmap/index.htm 

* 
* 
* 

男性の参加者を募集します口
男女共同による家庭づくりへの意識の醸成を図ることを目的に、

の家庭参加実践セミナーを実施します。
1 主催

財団法人
共催
大洲市
開催日時および内容
10月2日(土)

10 : 15 ~ 12 : 00 
12 : 00 ~ 13 : 00 
13 : 00 ~ 14・00
14: 00 
開催場所
大洲市総合福祉センター
参加者
市内在住の男性 30名程度

6 参加申し込み
参加を希望する人は、下記のとおり申し込んでください。
(1)必要事項

住所、氏名、年齢、電話番号
(2 )申し込み資格

大洲市在住の男性
(3 )申し込み締め切り

9月 17日(金)
定員になり次第締め切らせていただきます。

(4) 申し込み先(電話、 FAX、e-mailでお申し込みください。)
大洲市企画情報課男女共同参画係

TEL24-2111 (内需泉 37 1) 
FAX24-0080 
e-mail kikakujouhouka@city.ozu.ehime.jp 

VOL. 25 * 
* 
* 
* 
* 
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4 
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* 

* 
* 

* 

* 
* 
* 

* 
ヲ蛇

* 

* 

* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 
* 

世町* 

藤
樹
先
生
位
掌
ぷ

(42) 

{云
風2え
早草ら
で れ
のる
武話
匪甚壷 〆-、

伝員
伝
説

⑨ 

* 
風
早
時
代
の
藤
樹
に
は
一
つ
の
武

勇
談
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
武
勇

談
と
い
っ
て
も
、
万
や
槍
を
振
り
回

し
て
大
活
躍
し
た
と
い
う
話
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

藤
樹
が
十
三
歳
の
時
の
秋
の
こ
と

で
す
。
こ
の
年
は
、
五
月
に
雨
が
続

き
き
ん

い
て
作
物
が
実
ら
ず
大
飢
鐘
に
な
り

よ
し
な
が

ま
し
た
。
祖
父
吉
長
が
治
め
て
い
た

風
早
郡
は
、
被
害
が
特
に
大
き
く
、

飢
え
死
に
を
お
そ
れ
で
他
国
へ
逃
げ

よ
う
と
す
る
人
が
多
く
出
ま
し
た
。

こ
お
り
ぶ
ぎ
よ
う

郡
奉
行
の
吉
長
は
、
そ
れ
を
知
っ

て
、
彼
ら
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う

と
し
ま
し
が
~
が
、
治
ま
り
ま
せ
ん
。

す
ぼ
く

実
は
、
須
卜
と
い
う
浪
人
が
人
々
を

せ
ん
ど
う

煽
動
し
て
い
た
の
で
す
。
須
卜
は、

も
と
海
賊
で
仲
間
も
た
く
さ
ん
お
り

ま
し
た
。

吉
長
は
出
か
け
て
い
っ
て
須
卜
を

叱
り
ま
し
た
。
須
卜
は
謝
っ
た
ふ
り

を
し
て
近
づ
き
、
万
を
抜
い
て
切
り

か
か
り
ま
し
た
。
吉
長
は
得
意
の
槍

で
突
き
伏
せ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
須

卜
の
妻
が
駆
け
寄
っ
て
つ
か
み
か

か
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
吉
長
は
こ

れ
も
切
り
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

両
親
を
殺
さ
れ
た
須
卜
の
息
子
は

な
ん
と
か
恨
み
を
晴
ら
そ
う
と
、
奉

行
屋
敷
に
た
び
た
び
火
矢
を
放
ち
ま

し
た
。
家
が
焼
け
れ
ば
、
吉
長
は
戸

* * * * * * * 世町

* 
世町* * 4町* * * * * * * * 

外
に
出
て
来
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ

を
狙
っ
て
殺
し
て
し
ま
お
う
と
思
っ

た
の
で
す
。

吉
長
は
こ
れ
を
さ
っ
し
て
、
ひ
そ

か
に
火
矢
を
防
ぐ
こ
と
に
努
め
、
賊

が
あ
せ
っ
て
、
庭
内
に
攻
め
込
ん
で

き
た
ら
、
こ
れ
を
引
き
入
れ
て
皆
殺

し
に
し
よ
う
と
、
門
を
聞
か
せ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
藤
樹
に
は

「
こ
の
ご
ろ
、
賊
が
こ
の
屋
敷
を
ね

ら
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
毎
晩

塀
の
外
を
見
回
り
、
も
し
、
賊
が
攻

め
で
き
た
ら
、
中
に
引
き
入
れ
て
、

わ
し
と
い
っ
し
ょ
に
討
ち
取
ろ
う
」

と、

言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
藤
樹
は
毎
晩
屋
敷
の

外
を
三
度
、
ず
つ
見
て
回
り
ま
し
た
。

夜
が
ふ
け
る
と
、
お
と
な
で
も
気
味

の
悪
い
も
の
で
す
が
、
藤
樹
は
少
し

も
恐
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
る
夜
ふ
け
の
こ
と
で
す
。
須
卜

の
息
子
が
仲
間
を
集
め
て
襲
っ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
家
来
た
ち
は

怖
く
な
っ
て
吉
長
の
命
令
を
わ
す

れ
、
あ
わ
て
て
鉄
砲
を
撃
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
賊
も
驚
い
て
逃
げ
て
い

き
ま
し
た
。
屋
敷
中
大
騒
ぎ
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
藤
樹
だ
け
は
動

揺
す
る
こ
と
な
く
落
ち
着
い
て
い
ま

し
た
。
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町並ライトアップの初日、夜の町歩きのお楽しみとしてポコペ
ン横丁で夜市が開かれました。昼間の猛暑にち関わらず大勢の来
場客を迎え、金魚すくいや風鈴などが昼間のポコペンでは日未わえ
ないレトロ情緒を盛り上げていました。

17 

国際人を目指して

大洲市中学生海外派遣事業結図式が開催されました。市内の 6
つの中学校から 8人の生徒が、約 2週間のオーストラソアのホ
ムステイを経験しながら異文化に触れ、国際感覚を養うだめ派遣
されました。会年の夏の経験を生かして、国際人として羽ばたい
てください。

青空に向かって

五郎地区、畑の前橋下のひまわりが見頃を迎えました。大洲農
業高等学校の生徒がやすらぎの水辺整備事業のーっとして、 5月
下旬にまいた 6万粒の種が、夏の暑さにちめげず大輸の花を咲か

せました。

たけお

大洲市五郎在住の白石文夫さん (88歳)が、勲五等瑞宝章(高齢者叙勲)
を受章しました。白石さんは約17年間の長きにわ疋り市議会議員を務め
られ、その功績が高い評価を受けました。

第 20回参議院議員通常選挙

参議院議員の選挙区、比例代表の投票が市内26投票所であ

り、当日午後 9時15分より市役所で開票作業がありました。選

挙区の投票者数は17，043人(男8，083人、女8，960人)で投票率は

55.38%でした。(有権者数30，773人)

遊具の事故を未然に防げ

肱北保育所の児童、保護者、保育士により地域内にある公園の

遊具などの点検を行いました。各地で遊具などによる事故が起き

る中、未然に予供たちを事故から守ろうと各診断項目に照らして

検査を実施しました。
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保健センタ -ft23-0310

し¥ざし叱A
¥_;¥).V 

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
9月
7
日
(
火
)
平
成
時
年
4
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
9月
比
臼
(
火
)
平
成
時
年
2
月
生
ま
れ

0
9月
お
日
(
火
)
平
成
日
年
8
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時
i
午
後
l
時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
ゆ
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
9月
幻
日
(
火
)
平
成
四
年
日
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前
9
時
i
午
前
9
時
初
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳

・
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

E可?彊:n回:MMli~1t:ヨ

9月5日目)城戸眼科医院(末広町)

ft 24 -3008 

9月12日(日)藤本医院 (中町)

ft 24 -2310 

清水循環器科内科(長浜)

ft 52 -2883 

9月19日日村上内科医院 (jt只)

ft 23 -3500 

【
栄
養
相
談
】

予
約
制

0
9
月
日
日
(
月
)

相
談
時
間

午
前
日
時
1
正
午

午
後
l
時
1
午
後
3
時

健
康
手
帳

持
参
品

生
活
習
慣
病
予
防
検
彰
・
が
ん
検
診

女
生
活
習
慣
病
、
胃

・大
腸・

肺
が
ん
検
診

O
上
須
戒
連
絡
所

9
月
7
日
(
火
)
、

9
月
8
日
(
水
)

O
南
久
米
連
絡
所

9
月
日
日
(
木
)
、

9
月
げ
日
(
金
)

※
C
型

・
B
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

料
金
8
0
0
円
(
初
歳
以
上
無
料
)

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の
対
象
者

ヲ
'r

ハHυ
p

h

υ

n

H
U

Fh
JU

A

H
υ

F

h

υ

n

HU

--ノ

λ

ι

Z

A

せ

F

h

u

z

υ

c

o

p

O

弓

t

歳
の
節
目
の
年
齢
を
迎
え
る
人

イ
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
羽
歳
以
上
の
人

ア
・
イ
の
希
望
者
を
対
象
に
平
成
四

年
度
ま
で
実
施
し
ま
す
。

料
金
や
時
間
に
つ
い
て
は
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

大
淵
保
健
所

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日
午
前
日
時
1
正
午

9月20日(月)大野内科(片原町)

怨 24-6800 

岡本耳鯛唱科気管食道科E院(本 町)

ft 24 -3752 

EM'iIP園
曜日によって救急当番病院は

変わります。昼間・夜間の急患

など、ご相談は、その日の当番

病院まで。

9月26日(印祖母井医院(中村)

ft 24 -3756 

9月23日(木)

【
難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火
曜
日
午
後
l
時
1
午
後
3
時

【精
神
保
健
福
祉
相
談】

O
第

3
金
曜
日
午
後
l
時
1
午
後
3
時

【H
T
L
V
l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月
i
金
曜
日

午
前
9
時
1
午
後
4
時
叩
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第

3
木
曜
日
午
後
4
時
1
午
後
5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第

4
木
曜
日
午
前
日
時

1
午
後
4
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

午
後
O
時
叩
分
1
午
後
l
時
叩
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献
血
の
お
知
ら
せ

9
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど
に

つ
い
て
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

公
⑫
0
3
1
0

市立大洲病院 (西大洲)

ft 24 -2151 

加 戸病院 (若宮)

ft 24 -5101 

大洲中央病院 (東大洲)

ft 24 -4551 

大洲記念病院 (徳森)

ft 25 -2022 

月・火曜日

日

日

金~日曜日

曜

曜

7)< 

木

内第E

凶者Z
øZ4~'t可・

-ー.-ι~ 9
月
生
涯
学
習
講
座

郷
土
の
歴
史
講
座

「
大
洲
城
に
つ
い
て
」

講
師
白
石
尚
寛
学
芸
員

(
大
洲
市
立
博
物
館
)

9
月
幻
日
(
水
)

午
前
9
時
叩
分
1
午
前
日
時
叩
分

大
洲
市
立
博
物
館

場時期
所 間 日

9
月
の
新
着
図
書
案
内

世

界

不

思

議

大

全

泉

保

也
著

仕
事
で
本
当
に
大
切
に
し
た
い
こ
と

大
竹
美
喜
著

あ
な
た
な
ら
、
ど
う
す
る
大
平
光
代
作

失
の
言
葉
に
グ
サ
リ
と
き
た
ら
読
む
本

パ
ト
リ
シ
ア

・エ
バ
ン
ス
箸

海
外
で
さ
っ
さ
と
暮
ら
そ
う

中
西
佐
緒
新

・
久
保
明
夫
編
著

危
な
い
!
健
康
の
迷
信

・
非
常
識

五
十
嵐
敏
明
著

塩
と
ニ
ガ
リ
が
よ
く
わ
か
る
本

【

玉

井

恵

著

Z
ゐ

e
b

美

齢

由

美

か

お

る

著

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
人
獣
共

通

感

染

症

神

山
恒
夫
著

母

さ

ん

の

レ

シ

ピ

近

藤

清

子

著

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
長
谷
良
子

・
葱
著

新
し
い
植
木
事
典
三
上
常
夫
ほ
か
著

安
全
食
品
農
薬
を
知
ろ
う
!
鈴
木
啓
介
著

い
つ
で
も
使
え
る
パ
ソ
コ
ン
イ
ラ
ス
ト

1
8
0
0

日
本
放
送
出
版
協
会

透
明
水
彩
で
ス
ケ
ッ
チ
散
歩
青
木
美
和
著

愛

媛

県

の

山

石

井

道

夫

ほ

か

著

ヨ
1
ガ
バ
イ
ブ
ル

C
・
ブ
ラ
ウ
ン
著

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
折
り
紙
小
林
一
夫
著

男

の

絵

手

紙

小

池

邦

夫

著

野

川

古

井

由

吉

箸

残

る

蛍

別

所

真

紀

子

著

18 

名
も
な
き
勇
者
た
ち
へ

小
説
浪
人
街

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・
ネ
1
ム

わ
ち
が
い
や
い
と
さ
と

輪
違
屋
糸
里
(
上
・
下
)

赫
の
街

亡
き
母
や

公
訴
取
消
し

さ
す
ら
い

け
や
き

棒
し
ぐ
れ

禁
じ
ら
れ
た
楽
園

廃
塩
の
聖
母

百
万
の
手

夫
と
い
う
も
の

ち
ゃ
れ
ん
じ
?

間
違
い
な
い
っ
!

客
人
〔
ソ
ン

ニ
ム〕

サ
ン
セ
ッ
ト
・
ヒ

l
ト

ジ
ョ

l
・
R
-
ラ
ン
ズ
デ

l
ル
著

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
テ
イ
ン

p
・
ロ
ス
著

僕
に
死
ぬ
権
利
を
く
だ
さ
い

ヴ
ア
ン
サ
ン

・
ア
ン
ベ

l
ル
著

落
合
信
彦
著

掛
訴
括
伯
作

鷺

沢

蔚

著

浅
田
次
郎
著

堂
場
瞬
一
著

阿
川
弘
之
著

小
杉
健
治
著

赤
川
次
郎
著

山
本

一
力
著

思

田

陸

著

い
の
う
え
を
よ
し

井

上

淳

著

畠

中

恵

著

渡
辺
淳
一
箸

東
野
圭
吾
著

長
井
秀
和
著

ふ
あ
ん
そ
ぎ
よ
ん

黄

哲

峡

著

著

一諦

記
化

帝
韮
同

女
お
阜
(

ー
現
在
、
女
帝
の
是
非
が
さ
ま
ざ
ま
に

論
議
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
テ

1
マ

は
皇
室
の
持
続
で
あ
り
、
そ
こ
で
女
帝

登
場
の
可
能
性
を
開
く
べ
き
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
|

こ
の
本
は
、
「
天
皇
制
度
」
の
源
流
を

訪
ね
た
旅
の
な
か
で
見
た
こ
と
、
感
じ

た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
な
ど
を
著
者
が

紀
行
風
に
書
き
留
め
た
も
の
。

「
新
着
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
J

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
¥

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日
・

9
月
幻
自

幻
日
・
叩
日
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市
営
住
宅
の
入
居
申
込
受
付

入
居
申
込
資
格

1

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有

す
る
人

2
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
人

3
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

4
収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

5
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

.
抽
選
会
参
加
希
望
者

申
込
受
付
期
間

山
月

1
日
(
金

)
i
m
月
ロ
日
(
火
)

抽
選
会

日

時

叩

月

四

日
(
火
)
午
後

2
時

会

場

市

役
所
大
ホ

l
ル

-
随
時
受
付

刊
月
日
日
(
水
)
5平
成
口
年
8
月
汎
日
(
水
)

入
居
・
入
居
補
欠
の
順
位
は
、
抽
選

会
参
加
者
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
公
告
お
よ
び
地
区

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課
公
営
住
宅
係

mu
@
2
1
1
1
(内
線

2
7
5
)

ご
存
知
で
す
か

検
察
審
査
会
制
度

検
察
審
査
会
制
度
は
、
各
市
町
村
の

窓
掛
川
出

原設備

ft 24 -3783 

鉄工所

ft 26一0537

元建設
ft 25一0242

水道業者の

緊急漏水当番表

保

(有)

久

9月4日(土)

選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
、
ひ
ろ
く
民
間

人
の
中
か
ら
、
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
日

人
の
検
察
審
査
員
が
検
査
官
の
不
起
訴

処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
と
い
う

制
度
で
す
。
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
人
、

犯
罪
を

告
訴
、
告
発
し
た
人
で
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
な
い
こ
と
(
裁
判
に
か

け
て
く
れ
な
い
)
に
不
服
の
あ
る
人
は
、

だ
れ
で
も
検
察
審
査
会
に
申
し
立
て
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

審
査
の
相
談

・
申
し
立
て
に
つ
い
て

の
費
用
は
一
切
無
料
で
、
秘
密
は
か
た

く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
地
方
裁
判
所
大
洲
支
部
内

大
洲
検
察
審
査
会
事
務
局

公
@
2
0
3
8

南
予
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

-m
お
お
ず

「
心
の
ふ
る
さ
と
大
洲
に
集
い
、
伝
統
を

大
切
に
学
び
、
新
た
な
文
化
を
創
る
」

大
洲
市
の
町
並
や
大
洲
城
を
紹
介
す

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続
き
、
南
予
に
伝

わ
る
伝
統
芸
能
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
、
ジ
ャ
ン
ル
、
プ
ロ
、
ア
マ
を

超
え
た
文
化
の
交
流
が
ス
テ
ー
ジ
で
実

現
し
ま
す
。

々木鉄工

包 26一0875

クダ 設 備

ft 24 -3674 

水道庖

ft 24 -4410 

国鉄工所

ft 24 -4122 

水道庖

ft 26ー 0265

設備

ft 25 -4023 

"'" 昌

藤

神

田

佐

オ

側

(有)

備)

(有)

f左

西

9月5日(日)

9月11日仕)

9月12日間

叩
月

M
日
(
日
)

午
後
1
時
間
山
分

1
午
後
3
時
川
町
分

場
所

大
洲
市
民
会
館

費
用

無
料

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

包
⑫
2
1
1
1
(内
線

5
5
2
)

日
時

税
関
か
ら
の
お
知
ら
せ

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
通
貨
(
紙
幣
)
・

証
券
な
ど
を
返
還
し
ま
す
。

税
関
で
は
、
終
戦
後
外
地
か
ら
永
住

の
目
的
で
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
皆
さ

ん
が
所
持
し
て
い
た
、
日
本
銀
行
券
、

台
湾
銀
行
券
、
南
方
開
発
金
庫
券
、
満

州
中
央
銀
行
券
お
よ
び
軍
票
な
ど
の
通

貨
、
な
ら
び
に
国
債
、
株
券
、
預
金
通

帳
お
よ
び
生
命
保
険
証
書
な
ど
の
証
券

の
う
ち
、
当
時
認
め
ら
れ
て
い
た
限
度

額
を
超
え
て
い
た
た
め
上
陸
地
の
税
関

ま
た
は
海
運
局
、
も
し
く
は
、
外
地
の

引
き
揚
げ
集
結
地
に
お
い
て
総
領
事
館

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
も
の
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

昭
和
初
年

9
月
比

日
か
ら
昭
和
問
年

8
月
出
日
の
聞
に
、
叫
万

3
千
人
の
皆

さ
ん
か
ら
預
か
っ
て
い
る
保
管
紙
幣
な

ど
の
う
ち
、
現
在
の
返
還
率
は
約

4
割

で
す
。

道工事庖
ft 24 -2583 

水道住設

ft 23 -2352 

屋 イ主 設
ft 24 -2541 

回興産

ft 25 -2197 

所

∞

業

引

勾

o

q

o

n

U

R

U

 

工
一
工
一

5

4

 

内

〆

』

勾

，

L

鉄

公

電

密

-本木

予

水

予

西

t家

丸

山

南

徳、

(有)

大

情)

吉
子

件制

{歩

9月18日(土)

9月19日(日)

9月20日(月)

9月23日(柄

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
ば
か
り
で

な
く
、
家
族
も
可
能
で
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
最
寄
り
の

税
関
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

松
山
税
関
支
署
管
理
課
(
松
山
市
海
岸
通
)

8
0
8
9
・9
5
1
・0
3
0
1

松
山
税
関
支
署
宇
和
島
出
張
所
(
宇
和

島
市
住
吉
町
)

8
0
8
9
5
・2
2
・1
2
5
4

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

叩
月

1
日
の
土
地
の
日
に
合
わ
せ
て
、

同
日
、
全
国
一
斉
に
不
動
産
鑑
定
士
に

よ
る
「
不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

叩
月

1
日
(
金
)

午
前
日
時

1
午
後

4
時

場
所

大
洲
市
民
会
館
1
階
第
2
会
議
室

相
談
員

不
動
産
鑑
定
士

相
談
内
容

価
格
・
賃
料

・
売
買
・
賃

貸
借
・
相
続
贈
与
な
ど
不
動
産
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

社
団
法
人
愛
媛
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
事
務
局

8
0
8
9
・9
4
1
・8
8
2
7

道工事庖

ft 24 -3656 

元建設
ft 25一0242

鉄工所

ft 26一0537

(有)菊地浄化槽センター

告 24一0013

工業棚

倉 24-3141 

7)( 

第
叩
回
お
お
ず
音
楽
祭
開
催

世
界
的
に
有
名
な
「
ウ
ィ
ー
ン

・
プ

ラ
ス
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
オ
ー
ス
ト

リ
ア
か
ら
招
き
、
音
楽
会
を
開
催
し
ま

す。
入
場
券
は
、
大
洲
芸
術
の
森
建
設
促

進
会
お
よ
び
教
育
委
員
会
ほ
か
で

9
月

中
旬
か
ら
販
売
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時

叩
月
四
日
(
火
)
午
後

6
時
叩
分

開
演

午
後

7
時

場
所

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
、
大
洲
小
学
校
・
大
洲
南

中
学
校
ほ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

入
場
料

l
，

0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

8
@
2
1
1
1
(内
線

5
5
2
)

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
開
設

行
政
書
士
が
、
建
設
業
許
可
、
農
地

転
用
許
可
な
ど
の
官
公
署
へ
の
各
種
許

認
可
手
続
き
の
代
理
・
代
行
、
会
社
設
立
、

相
続
・
遺
言
関
係
の
書
類
作
成
な
ど
に

つ
い
て
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

叩
月

3
日
(
日
)

午
前
日
時

1
午
後

3
時

場
所

大
洲
市
民
会
館
1
階
第
2
会
議
室

費
用

無
料

問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
行
政
書
士
会
大
洲
支
部

包

@
0
0
0
4

「
i

白
目
聞
固
i
E
E
I
I

宮

上

保

福岡

体制

キす

久

9月25日(土)

9月26日(日

汲取り受付センター

今
年
の
夏
は
、
毎
日
猛
暑
が
続
き

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
秋
も
イ
ベ
ン
ト
が
続
き

ま
す
。お

楽
し
み
に
・
・
・

。
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内
相談内容 目 時な ど 場所など 問 い合わせ先

人 権 相 吾~米r 9 月 15 日附/午前10時~iE午 ニ善公民館
急ぐときは法務局 B24-4155 

(法務省) 9月17日(金)/午前10時~正午 市役所 3階会議室

人権擁護委員による 毎週月・水・金曜日 法務局大洲支局
法務局大洲支局 B24-4155 

無 事ヰ 相 談 (休日を除く)午前9時~午後4時 人権相談室

行 政 相 談
9月21白川/午前9時~正午 市役所 3階会議室

急 ぐときは包24-5072(山本)

(総務省) B24-4294(辻)

社会保険相談 9月6 日((火月))//午午前前10時~午後3時30分 大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

9月21日 10時~午後3時30分 B089-925-5105 

不 動 産 無料相談 9月15日(水1/午前 9時~午後4時 宅建協会大洲支部 同上回喜六不動産 B24-4452 

;一般相談 持毎弁ー週月・水曜日
大洲市総合l法律護 相談 週火・木曜日 受付は総合福祉センター 1階

心配ごと :介 相談 毎時週金曜日 福祉センター
社会福祉協議会 窓口まで

相 談 :(相談時間) 聞はいずれも午前10時 ~正 (相談室直通)
B23-0313 

午祝、 午後 1時~午後 4時 B23-5629 
日 ・年末年始を除く

家庭児童相談
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

市役所高齢福祉課 B24-2111 内線169
祝日・年末年始を除く

人権・同和問 題に 月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分 大洲隣保館 B24-6100 
関する何でも相談 祝日'年末年始を除く 大洲福祉会館 B25-0947 

青 少年相談 室
月~金曜日/午前8時30分~午後5時15分

青少年センター B24-7830 
祝日・年末年始を除く

ふれ霊スクール相談電話
月~木曜日/午前9時~午後4時

国立大洲青年の家 B24-1414 
祝日 目年末年始を除く

案と
周回台

、ー
雪火
ロ:1(相

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

平
成
同
年
、
市
制
印
周
年
を
迎

え
た
大
洲
市
で
は
、
県
指
定
史
跡
と

な
っ
て
い
る
大
洲
城
本
丸
に
天
守
を

復
元
し
ま
し
た
。

博
物
館
に
は
、
天
守
の
雛
形
(
市

指
定
文
化
財
)
や
天
守
閣
の
写
っ
た

古
写
真
、
絵
図
な
ど
大
洲
城
に
関
す

る
資
料
が
多
数
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
大
洲
城
跡
は
、
明
治
幻

年
前
後
に
天
守
を
含
む
多
く
の
櫓
な

ど
が
取
り
壊
さ
れ
て
以
来
、

一
部
城

山
公
園
と
し
て
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
多
く
は
民
有
地
と
な

っ
て
お

り
、
現
在
で
は
往
時
の
姿
を
み
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
城
郭
と
い
え
ば

一
般
的
に

天
守
を
ま
ず
先
に
想
像
す
る
た
め

か
、
多
く
の
人
々
に
は
江
戸
時
代
の

大
洲
城
の
構
造
や
城
内
に
あ

っ
た
多

く
の
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
、
ま
し

て
や
明
治
以
降
大
洲
城
に
あ

っ
た
建

物
の
取
り
壊
し
、
城
山
公
園
と
し
て

活
用
さ
せ
る
に
い
た

っ
た
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
、

天
守
を
中
心
と
す
る
大
洲
城
の
構
造

な
ど
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
大
洲
城

を
と
り
ま
い
た
人
々
や
明
治
以
降
の

大
洲
城
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

何回
H

同

n"

材

呉

国

悼
9
月
1
日
(
水
)
1
叩
月
白
日
(
日
)

時

間午
前
9
時
1
午
後
4
時
叩
分

場

所大
洲
市
立
博
物
館
4
階
展
示
室

休
館
日

月
曜
日
・
祝
祭
日
(
月
曜
日
が

重
な
る
場
合
は
翌
日
)

※
叩
月
ロ
日
(
火
)
は
、
開
館
し
ま
す
。

入
館
料

無
料

主
な
展
示
資
料

大
洲
城
天
守

雛

形

大

洲

城

絵

お
ん
じ
よ
う
ち
ゅ
う
お
ん
や
か
た
ず

図

御

城

中

御

屋

形

図

大

洲

城

絵

馬

法

華

寺

寄

進

状

脇

ほ
て

い

坂
安
治

・
安
元
画
像
布
袋
・

し
よ
う
ぶ
ま
き
え
ど
う

い
よ
ざ
ね

は
な
だ

い
と
げ

菖
蒲
蒔
絵
胴
伊
予
札
練
糸
下

さ
ん
く
れ
な
い
い
と
お
ど
し
ど
う
ま
る
ぐ
そ
く

散
紅
糸
威
胴
丸
具
足
加
藤
貞

泰
画
像
黒
漆
蛇
の
目
紋
上
り

藤

紋

散

重

箱

加

藤

泰

温

筆

「十
六
羅
漢
図
」
大
洲
城
天
守

台
出
土
遺
物
暗
り
門
跡
出
土

遺
物

※
期
間
中
展
示
替
え
を
行
い
ま
す

の
で
、
一
部
展
示
さ
れ
て
な
い

資
料
が
あ
り
ま
す
。

大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

件 数 169 145 

負傷者 224 189 

死 者 2 。

き

平成16年7月30日現在

38，966人(-41) 出生 25人(ー12)

18，617人(-12) 死亡 34人(+ 7) 

20，349人(-29) 

14，898世帯 (-9) )内は対前月比

動の民市

人口

男

女

世帯数

今月の納税は

国民健康保険税 2期

納期限は9月 30日です
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